
（３）硫
い

黄
おう

島
じま

のようす 

 硫黄島は，まわりがおよそ１５

キロメートルあります。三島村の

３つの島のまん中にあります。島

には，今でもふん火している硫
い

黄
おう

岳
だけ

がそびえています。また，島の

東がわには，１９３４年（昭和９

年）の海でのふん火でできた 昭
しょう

和
わ

硫
い

黄
おう

島
じま

もあります。  

硫黄岳は今もけむりをあげているので，そのにおいやはいがときど

き村の人たちをなやませます。やさいや花などがかれてしまうことも

あります。  

 島には温せんがたくさんわいていて，島の人たちやかんこう客によ

ろこばれています。火山や温せんなどのえいきょうで海がみどりや茶

色になっています。  

硫黄島には川や田んぼがなく，みなとのまわりには平らな土地がひ

ろがっています。  
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